
本誌に使われている紙は、
日本の森林を育てるために
間伐材を積極的に使用しています。　

February 2012 Vol.59
発
行
/　
　
　
　
　
　
〒
1
0
0
-8
9
5
2
 東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
1
-2
-1
　
電
話
 0
3
-3
5
0
2
-8
1
1
1
（
代
）
 F
A
X
 0
3
-3
5
9
1
-6
5
0
5

h
ttp
://w

w
w
.rin
y
a
.m
a
ff.g
o
.jp
/

編
集
/株
式
会
社
イ
マ
リ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
 〒
1
0
1
-0
0
6
1
 東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
2
-1
8
-4

印
刷
/松
尾
印
刷
株
式
会
社
 〒
1
0
5
-0
0
0
1
 東
京
都
港
区
虎
ノ
門
5
-8
-1
2

20February 2012 Rinya No.59

林野庁 
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January

1 月 10 日 「地方農政局長・森林管理局長等会議」の開催に
ついて

1 月 11 日
東日本大震災について
～「第 5回 東日本大震災に係る海岸防災林の再生
に関する検討会」の開催及び一般傍聴について～

1 月 12 日 国際セミナー「自然災害における森林の役割と
森林・林業の復興」の開催について

1 月 17 日 ナラ枯れ被害調査の結果について（速報値）

1 月 18 日
国連生物多様性の 10 年
「グリーンウェイブ 2012」の実施について

1 月 25 日
「富士山」を世界遺産一覧表に記載するための推薦
書（正式版）の提出について

1月25日
「平成23年度 第 3回 林政審議会 施策部会」の開催
及び一般傍聴について

1月27日
屋久島世界遺産地域管理計画（案）に対する意見
公募について

1月30日
「路網・作業システム検討委員会」の開催及び
一般傍聴について
「国産材の加工・流通・利用検討委員会」の開催
及び一般傍聴について

1月31日

　1月25日、26日の両日、「平成23年度はつらつ林業女性交
流会」が、国立オリンピック記念青少年総合センター（渋谷
区代々木）で開催されました。この交流会は、地域活動や林
業を絡めた複合経営の推進に女性の視点を活用したり、
女性が主体となって取り組んだりできるように全国各地
で活躍する女性が一堂に会し意見交換する取組です。
　初日は、「森林・林業に携わる女性の想い」をテーマに
班別に討議し、その内容をもって、全体討議が行われまし
た。討議では、女性でも林業作業に楽しく参加できる環境
の整備や、里山から採れる産物を工夫して販売して収入
を得ているといった取組のほか、鳥獣被害対策、高齢化に
よる活動の継続方法等の苦労話が出されました。
　2日目は、全国林業研究グループ連絡協議会女性会議
通常総会、「山里に生きる」と題して岡山県の元東粟倉村
長の講演。また、館外研修では、明治神宮における林業の
歴史等に触れました。
　参加者は、活気あふれる体験
談や、日頃感じている悩みなど
を共有することで、さらに、林
業・山村の活性化に取り組む
チカラを得て会を終えました。
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　1 月 17 日、農林水産省内会議室において、「2011 国際森
林年子ども大使」を務めたミュージカル「葉っぱのフレ
ディ」出演者の活動報告会が開催されました。
　昨年は、国連が定めた「国際森林年」。３月８日に任命さ
れた子ども大使は、国際森林年の様々な行事、東日本大震
災被災地慰問活動などを通じて、森林の重要性などを訴え
てきました。
　報告会に出席した鹿野道彦農林水産大臣は、子ども大使
の活躍に敬意を表し、感謝状を贈呈しました。

　子ども大使からは鹿野大臣へのお礼として、緑の大切さ
を訴えるメッセージ「国際森林年アピール宣言」と歌「きみ
はともだち」がプレゼントされ、会場には音楽に合わせて
手拍子が鳴り響きました。また、1年間の森林年関係の取組
に加え、子ども大使による全国植樹祭や全国育樹祭でのア
ピール宣言や植樹・間伐体験などの 1年間の活動報告がス
ライドショーで紹介されました。
　これからも子ども大使を務めた皆さんが、今回の経験を基
に森林の大切さを訴えていってくれることを期待します。

感謝状の贈呈

鹿野農林水産大臣と葉っぱのポーズ
班別討議の様子

ひがしあわくら


